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 今年は猛暑、経験したことのない暑い日が続きましたが、心なしか朝晩、凌ぎやすくなってまい

りました。皆様、この夏は如何お過ごしでしたか。きっと、沢山の楽しい夏の想い出を作られたこ

とでしょう。 

 光葉ワーキングクラブでは、下記のとおり、様々な企画を用意しております。皆様のお仕事の専

門性に関わらず、ご関心のある企画に奮ってご参加いただけますよう、お願い申し上げます。 

■同窓会だより  

 ●夏季ワーキング開催案内               

◆『食』関連ネットワーク 

   日時：2013年9月7日（土） 13:30～16:30   

   場所：昭和女子大学 学園本部館3階 大会議室 

   内容：第１部 講演「食と私の仕事との関わり」－美容栄養アドバイザーという仕事－ 

                 石坂 優子氏（2009年 食物科学科卒） 

       第２部 情報交換会      第３部 懇親会 

   参加費：1200円（一般）・500円（学生） 

   申込締切日：2013年9月4日（水） 

   申込・問合せ：光葉ワーキングクラブ事務局   

e-mail:working@swu.ac.jp  Fax 03-3411-4066     

◆ビジネスネットワーク 

   日時：2013年9月21日（土）14:00～16:30 

   場所：昭和女子大学 研究館（光葉博物館）7階 視聴覚室（7L04） 

   内容：第１部 「私のミニ講演会」 －『新聞はここを読もう！』－ 

     木村葉子氏（1990年 日本文学科卒 毎日新聞社 「教育と新聞」推進本部学生新聞編集部） 

        ＊持ち物 筆記用具、はさみ、のり 

      第２部 「お茶会」 自己紹介をかねて近況報告 

   参加費：500円（一般） 

   申込締切日：2013年9月15日（日） 

申込・問合せ：光葉ワーキングクラブ事務局（同上） 

◆中学・高等学校教職員ネットワーク 

   日時：2013年10月5日（土）14:00～16:00 

   場所：昭和女子大学 研究館（光葉博物館）７階（予定） 

   内容：講演「昭和女子大学附属 昭和中学校・高等学校の教育」 

         大泉章子氏（1972年 日本文学科卒､昭和女子大学附属中学校・高等学校長）  

   参加費：500円（一般） 学生は無料 

   申込締切日：2013年9月28日（土） 

申込・問合せ：光葉ワーキングクラブ事務局（同上） 



■広げようの光葉 

   矢崎 ゆり子さん       1968年 短期大学部初等教育科卒業   

 

昭和女子学園での思い出 ～人見楠郎先生を偲んで 

 寒い冬が過ぎ、暖かい春が来ると、土手のまわりに、黄色の鮮やかな蓮華の花が咲き乱れ

ます。犬の散歩や買い物の途中で、その花々を見ると、「夢見童子」のお話を思い出します。

人見楠郎先生が、幼稚部の子供たちに見せて下さった幻燈のお話でございます。 

 私は今から50年近く前、母の母校である昭和女子大学の初等教育科を高松で受験し入学

しました。卒業後校内の小さな家をお借りし、幼稚部で教諭として働くことになりました。

先輩の先生方のご指導を受けながらのクラス担任で、自分の力量不足に悩みながらも、明る

い素直な子供達や、ご父兄の皆様から、「ゆり組のゆり子先生」と呼ばれて、励まされなが

らの楽しい毎日でした。そんな中、週一回の園長先生（人見楠郎先生）が見せてくださる幻

燈は、皆の楽しみの時間でした。特に「夢見童子」のお話は、蓮華の花に囲まれて一人のか

わいい童子が笑みを浮かべて、夢を見ながら昼寝をしているというお話です。あらすじは忘

れてしまいましたが、心に残っているのは、お話の中の一人一人の声を、楠郎先生ご自身、

奥様、お子様たちが演じられていたことです。また、他の作品では、初等科の先生方も参加

されていたと後で伺いました。昭和学園の心が伝わる思いです。 

 その頃、人見先生は、度々欧州に教育の視察に行かれていました。父の日等の集会には、

夜、お仕事を終えたご父兄の方々にご自身で撮られたスライドを見せながら、理想の教育を

熱く語られていました。その後、今日のグローバル化を見据えて、昭和ボストンを創立され

る等、ご自身の夢をしっかりとかなえていらっしゃいました。 

 初秋の夜、私がお風呂の帰り道、高等部の前を通りかかると、灯りのついた校長室でお仕

事をしていらっしゃった先生が、窓を開けて、「頂きものの『月のしずく』というお菓子だ

よ。」と仰って包みを渡して下さいました。幼稚部では、声の出し方、視線、指示の出し方、

掃除の仕方、また食事のときは、「付け合せのパセリもきちんと食べるように。」等々、細か

なことまで指導して頂きました。 

 優しい気配りも身をもって示して頂いたことに感謝の気持ちで一杯です。 

 一昨年、初孫を授かりました。孫の寝顔を見ていると夢見童子の穏やかな寝顔と重なりま

す。 

 主人が「ひかるも昭和に入れたらいい」と言ってくれて、なんだかとても嬉しい気持ちに

なりました。 

 最後に、昭和女子学園の一層のご発展をお祈りいたします。 

End 

 

現在、「広げよう光の葉」に投稿していただける方を募集しております。 

光葉ワーキングクラブ事務局（e-mail:working@swu.ac.jp 又はFax 03-3411-4066）までご連絡頂け

れば、書式等について、折り返しご連絡差し上げます。 


